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　沿岸域に分布する低湿地や海跡（汽水）湖は海面

変動によって環境が大きく変化する場所である．過

去の海面変化とそれにともなう環境変化の復元は，

気候の温暖化予測とあわせて，将来の環境を予測す

るうえで重要な課題の一つとなっている　島根県東

部には中海宍道湖の二つの海跡湖があり，その周

辺には多くの人類遺跡が存在する．幸いこの地域で

は近年の開発による人為的な改変が少なく，とくに

完新世における環境変化と人類の関わりを復元する

ための条件に恵まれているといえる　宍道湖と中海

に挟まれた位置にあたる松江平野には平野東部を流

Iれる朝酌川流域の朝酌川遺跡群と，平野北部の島根

大学構内遺跡の2つの低湿地遺跡が存在する．今

回，地質学考古学両分野の共同作業として，おもに

松江平野の低湿地遺跡における完新世の環境変遷に

ついて検討した．この成果は1995年の日本第四紀

学会においてポスターセッションで発表を行った．

本報告のカラー口絵はそれをもとに再編集したもの

である　これまで島根県東部地域における完新世の
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自然史研究は中海宍道湖での湖底試料の解析なと

に基っいた研究が1980年代以来，継続的に行われ，

徳岡ほか（1990）によってまとめられた．その後，完

新世の広域テフラである鬼界アカホヤ火山灰
（K－Ah）層（町田新井，1978）が中海宍道湖地域で普

遍的に見い出されるようになり，古環境復元の鍵層

として有効であることが明らかになった（大西ほ

か，1989；中村，1993〉

　朝酌川遺跡群では河川改修工事に伴う発掘調査が

1977年以来，現在まで島根県教育委員会によって継

続的に行なわれ，島根県教育委員会（1979．1992）な

とにその成果が報告され，朝酌川遺跡群が縄文時代

晩期から近世までの河川堆積層中に各時代の遺物を

多量に含むものであることが明らかになっている．

遺物には日用晶から農具，漁具，狩猟具など様々な

ものがあり，特に木製晶の保存が極めてよく，かつ

ての生活を復元するための貴重な資料が数多く得ら

れている．また，舟着場などの河川に伴う遺構が発

見され，これらは遺構構築当時の水辺環境を知る手

掛かりとなる．1992年以降は遺跡と古環境との関

わりを明らかにするという観点から，発掘調査と並

行して地質学的検討が行われた．1992年，1993年

の原の前遺跡の発掘調査の成果は島根県教育委員会

（1995）にまとめられた．原の前遺跡の発掘調査で

9



10 中村唯史徳岡隆夫大西郁夫三瓶良和局安克已竹広文明会下和宏西尾克己渡辺正巳

は，アカホヤ火山灰層が面的に連続した地層として

追跡され，アカホヤ火山灰層の降灰時（6，300y．B．P）

は松江平野一帯は大杜湾側から深く湾入していた古

宍道湾の湾奥部の環境にあったことが明らかになっ

た．5，OOO年前には海面が現在より約1m高くなっ

た．また，舟着場などの遺構の高さと河川の下刻深

度の変化から，古墳時代は海面が現在より若干低

く，平安時代のはじめ頃までに現在と同じ高さまで

上昇したと推定される　古宍道湾の西部は，出雲平

野の遺跡分布からみると弥生時代頃までには神戸川

と斐伊川の三角州の前進によって閉じられ，宍道湖

の原形が形成されたと考えられるが，朝酌川遺跡群

では出土遺物から弥生時代以降に継続的に汽水域で

の漁労が行われていたと推定され，宍道湖には東の

中海側から，ほぼ現在の大橋川に当たる位置で狭い

海峡を通じて海水が流入していたと考えられる．奈

良時代に編纂されたr出雲国風土言己』の記述に大橋

川を通じて海水が宍道湖へ流入とする状況がみら

れ，よく似た状況が弥生時代以降続いていたと考え

られる．

　島根大学構内遺跡は大学施設の拡充にともない遺

跡調査の必要が生じ，1994年に島根大学埋蔵文化

財調査研究センターが設立され，発掘調査が開始さ

れることになった．それと並行して地質学的検討も

行われた　1994年の橋縄手地区の調査では汀線付

近の海成堆積層中にアカホヤ火山灰層が挟まれ，そ

の上下の層準から縄文時代の遺物が出土した　アカ

ホヤ火山灰層の上位からは日本最古級（縄文時代前

期前半）の丸木舟が出土し，縄文海進高頂期のかつ

ての宍道湖最奥部の水辺環境が具体的に復元され

た．また，丸木舟が出土した層準に重なる堆積層は

海成層であり，この地層は標高1mまで連続するこ

とから，縄文時代前期前半以降に現在より海面が高

くなった時期が存在することが明らかになった．

1995年の諸田地区の調査では縄文時代後期から晩

期の汀線の堆積層が確認され，また，水底堆積層中

から舟から落下したとみられる遺物が出土した（島

根大学埋蔵文化財調査研究センター，1996）．これ

らによって朝酌川遺跡群の調査で明らかになった弥

生時代以降の汽水域での漁労活動は縄文時代前期に

までさかのぼって，この地域で継続的になされてい

たことが明らかになった。
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